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「なぜ1次予防と社会実装にこだわるのか。どこまで求め
られるのか。」 についての私見
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なぜ1次予防にこだわるの
か

日本経済・社会を覆う違和感―
社会の理不尽を個人が負担す
る理不尽
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（出所）稲葉陽二(2022)「ゼロ次予防で孤独・孤立をなくす」『月刊自治
研』vol,64 no.754, p.29



日本の違和感 全くの私見

ピエール・ブルデュー『世界の悲惨』が公刊されたのは
1993年のことであった．その日本語訳（第1分冊）の帯に
は「社会は、表立って表現されることのない苦しみであ
ふれている」とある ．
 Bourdieu, P.（sous la direction de）(1993) La Misere du Monde, Les Editions du Seuil(=2019-
第Ⅰ分冊,2020-第Ⅱ、Ⅲ分冊, 荒井文雄・櫻本陽一監訳、『世界の悲惨』 藤原書店)

現状も、「社会は、表立って表現されることのない苦しみ
であふれている」のでは。それどころか、「社会は、見え
ない苦しみであふれている」のではないか



なぜ社会実装なのか

ミクロ・マクロ＝リンクの重要性

ミクロレベルだけの分析では問題の
解決につながらない



コールマンのボート



（ 出 所 ） Coleman, J. （ 1990 ） Foundations of Social Theory, Harvard
University Press（＝2004, 千守隆夫訳「第1章メタ理論：社会科学における説
明」久慈利武（監訳）『社会理論の基礎 上』青木書店pp.17-50）より筆者作成



現場の理不尽は社会関係資本を知らないとみすごされやすい

 社会関係資本の世界は「関係」のなかで存在．個人のもつ「関係」は彼/彼女の生い立ちだけではなく、生まれ育

った環境の歴史的・文化的な特性まで反映して幾層にも重層的に連なる．個人はだれでも社会関係資本という箱

の中で生活している．箱の形は人によって様々だが、「関係」は個人レベルでも多様な形態があるし、一定の前提

をおけば組織間でも存在する．従って「関係」は個人レベルからマクロレベルの前提まで重層的に存在しているが、

個人はそれを意識しないで生活しているため、悪いことはすべて自己責任としてしまうことが多い．

 社会関係資本は必然的に個人間から学校や職場などいくえにも重層的に存在するので、この「関係」を研究すれ

ば、自然にミクロから組織内さらには組織間まで、自分が培ってきた他者との「関係」を意識することになる．この

プロセスは、個人のもつ関係を洗い出すことになり、今まで無意識でいた関係性が可視化される可能性がある．



事例１ 企業不祥事



社会の理不尽の結果としての現場の理不尽 企業不祥事

企業不祥事（例
えば自動車メー
カーの法定検査
飛ばし）

個人ではどうしよう
もない部分への対応
（O次・1次予防）Ex.
無能な経営者を排除
するための企業・経
営者評価の基準変更

個人あるいは個人に対
してできる施策として
コンプライアンスの遵
守など

利益の重視、効率化
設備投資の手控え
（低下する労働装備
率）

マクロ
レベル

ミクロレ
ベル

ミクロレベルでの分
析・対応策の検討

個人の対応を
越えて社会全
体に仕組みを
かえる

（資料）稲葉作成



事例２ ケアする学校



にじみ出し効果について 学校をケアする組織にかえる
ことによって地域を変え、社会をかえる

個人レベルにたちかえっ
て貧困の実態を知り理解
を深める

貧困は個人の
責任から社会
の問題ー社会
の規範を変え
る

貧困にある人たち
への優しい眼差し
の醸成

子どもの貧
困

マクロ
レベル

ミクロレ
ベル

ミクロレベルでの分析・
対応策の検討

社会全体
に仕組み
をかえる

（資料）柏木智子（2020）『子どもの貧困と「ケアする学校」づくり』明石書店、を参考に稲葉作成



事例３ 保健補導員



にじみ出し効果について 保健補導員制度の普及

現場の保健師の対応とそ
れにこたえる住民

須坂市から
長野県、そ
して全国へ

高甫村保健補導員
制度

疫病の蔓延・
高い乳幼児死
亡率

マクロ
レベル

ミクロレ
ベル

社会全体
に仕組み
をかえる

（資料）稲葉のフィールドワークにもとづき稲葉作成



事例4 自殺



個人ではどうしようもない課題への対応について 行政の対応の
必要性を明らかにすることによって地域を変え、社会をかえる

自殺の蔓延

個人ではどうし
ようもない部分
への行政の対応
を明確にする（O
次・1次予防）

個人あるいは個人に対
してできる施策を明確
にする（2次・3次予
防）

社会・経済構造の変化 経
済構造の変化による就業構
造の変化、核家族化による
家庭の変化、などによる既
存のネットワークの消滅

マクロ
レベル

ミクロレ
ベル

ミクロレベルでの分析・
対応策の検討

社会全体
に仕組み
をかえる

（資料）稲葉作成



社会実装はどこまで
求められるのか

技術開発なら上市≒社会実装、だが社会科
学で市場メカニズムが作用しにくい分野で
の社会的仕組みの実装はそれを実効性のあ
るものとして規範と制裁が必要で、時間を
要す。仕組みの提案までで精一杯？



孤立と社会的孤立との違い

紐帯があるのに使わない、使えない。

親や子どもに迷惑をかけたくない。
これは個人の問題かそれとも社会の
問題か？



孤立と孤独との関係 令和3年度
採択上田プロジェクトの成果

社会的孤立だけではなく文化的要因としての関係流動
性（社会の硬直性）が孤独に影響を与えている可能性
を示唆

関係流動性
・新規の出会いの
機会

・関係形成/解消
の自由度

孤独

親友の数（社会的孤立）

所得（社会経済的要因）

Badman, R.P., R. Nordstrom, M. Ueda and R. Akaishi (2022) Perceptions of 
social rigidity predict loneliness across the Japanese population, Scientific 
Reports, 22:16073
Https:doi.org/10.1038/s41598-022-20561-5
https://www.nature.com/articles/s41598-022-20561-5
オープンアクセス

https://www.nature.com/articles/s41598-022-20561-5


ご清聴ありがとうございました。
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